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１ はじめに１．はじめに

• タイトルは「教育」となっていますが、それにとらわ
れずに、幅広く、「低炭素社会にどんな風に住むか」
ということを考えてみたいと思います。それは、決し
て「我慢」の社会ではないし、江戸時代でもない、と
いう前提です。もちろん、今、これから低炭素社会を
考える私たちが、「なぜ低炭素社会を目指さなけれ
ば 解ばならないのか」ということを理解した上でのことで
す。「教育」というのは、「教えて覚える」という意味で

なく 「なぜ 炭素 う を 解すはなくて、「なぜ低炭素か」ということを理解するため
の手助けをするというくらいの意味合いです。



世界中の人が様々な不安を抱いている世界中の人が様々な不安を抱いている



そもそもそもそも

• 「教育」とはいえ、「学校教育」だけでよいので
しょうか？

– ２０３０年といえば、２２年後（２０５０年で４２年後）

今 ２０歳の人が４２歳（２０５０年で６２歳）– 今、２０歳の人が４２歳（２０５０年で６２歳）

– いずれにせよ、「社会人」として活動している。

– そう考えると、「学校後」の教育の方が重要では
ないか？

• 生涯教育、社会人教育etc.,



２．なぜ低炭素社会か。

「炭素 割合を「低く する とを目指す社• 「炭素」の割合を「低く」することを目指す社
会というくらいの意味ですが、それは、エネル
ギ を す 様 な資 を無駄 使わギーをはじめとする様々な資源を無駄に使わ
ない社会という意味です。そして同時に「持続
可能な社会」を目指すという意味合いも入っ
ています。これは、決して「我慢」の社会を目
指すというわけではありません。「我慢」では
なく「知恵」で、我々が皆がより幸福に生活出
来る社会を作ろうという意味がこめられてい
ます。



ライフスタイルを変えることも重要
＝４６％（世界２２ヶ国で）



３ 自分たちの「シナリオ」を考える３．自分たちの「シナリオ」を考える。

• 低炭素社会にするための方法は国や地域に低炭素社会にするための方法は国や地域に
よって様々でしょう。共通しているやり方もあ
るし 異なっていることもある これは 日本るし、異なっていることもある。これは、日本
国内でもそうです。東京２３区内とつくばでも
う う 自分たち 地域 も ともあそうでしょう。自分たちの地域にもっともあっ

た方法を自分たちで考えなければなりません。



持続可能な社会とはどんな社会か？持続可能な社会とはどんな社会か？

• さらに、シナリオを考える際に考慮してほし
いことがあります。「持続可能な社会とはどんあります。 持続可能な社会
な社会」なのかということです。

• 「持続可能性」とは 今多くの人が考えるには• 「持続可能性」とは、今多くの人が考えるには、

– 「環境、経済、社会」の３要素においてバランスの
とれた社会とれた社会



「社会 とは差別 な ともそ 意味 す• 「社会」とは差別のないこともその意味の一つです
が、上の図を見てください。住んでいる場所、性別、
そして年代によって「政府に対する要望」が大きく異そして年代によって「政府に対する要望」が大きく異
なっていることを示しています。例として、ひとつ「少
子化対策」に着目してみましょう 女性の３０歳代で子化対策」に着目してみましょう。女性の３０歳代で
40%を超える割合の人が挙げていることが分かりま
す。他のグループでは３０％程度です。これは、出す。他のグル では 程度です。 れは、出
産年齢にある女性が少子化対策を強く望んでいると
言うことを示しています。当事者たちが強く望んでる

を他 グ プ く れ 多くことを他のグループはくみ取れていったら、多くの人
の幸福度が増すのではないでしょうか。
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アメーバ理論？
事務 お話から

ア 論
Global Action Planの事務局の人のお話から

高環境負荷型消費

先っぽ（行動しやすいグ
ループ）を引っ張って徐々
に移動すればいい！

重心を移動させるのは大変

に移動すればいい！

低環境負荷型消費

持続可能性重視価値観 従来型価値観持続可能性重視価値観 従来型価値観



４ おわりに４．おわりに

• 低炭素社会を考えることは、我々が２０年後、
５０年後にどんな社会に住みたいか、を考え年後 な社会 住み 、を考
ることになります。１年ではできないことも２０
年後 ５０年後には可能になることは多くあり年後、５０年後には可能になることは多くあり
ます。「今の自分にはできない」けれど「２０年、
５０年の間には出来る」ことを考えることも重５０年の間には出来る」ことを考えることも重
要です。それは、個人のレベルでも、市全体
のレベルでも、日本全体のレベルでもそうで
す。みんなで考えていこうではありませんか。


